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制 服 着 用 要 領 

 

 制服は、以下の要領にて着用するものとする。 

 

１ 準備する制服 

  駐車監視員１名について、男女の別に応じ、少なくとも以下のものを用意するものとする。 

 ⑴ 夏服上衣半袖 ６着 

   別添「駐車監視員（男性・女性）夏服上衣（半袖）仕様書」のとおり。 

 ⑵ 夏服上衣長袖 ６着 

   別添「駐車監視員（男性・女性）夏服上衣（長袖）仕様書」のとおり。 

 ⑶ 冬服上衣 ３着 

   別添「駐車監視員（男性・女性）冬服上衣仕様書」のとおり。 

 ⑷ 防寒服 １着 

   別添「駐車監視員（男性・女性）防寒服仕様書」のとおり。 

 ⑸ 雨衣 １着 

   別添「駐車監視員（男性・女性）雨衣仕様書」のとおり。 

 ⑹ ズボン ６本 

      濃緑色（色彩番号 DICPARTⅡ１版 2360又はその相当色）又は黒色の長ズボン。 

 ⑺ 白色ワイシャツ ９枚 

 ⑻ 紺色無地ネクタイ ３本 

 ⑼ 黒色短靴 ６足 

 ⑽ 黒色ベルト ２本 

 ⑾ 夜光チョッキ １着 

   別添「駐車監視員 夜光チョッキ仕様書」のとおり。 

 ⑿ 警笛 １個 

 ⒀ 警笛つり紐 １本 

２ 制服の着用方法 

 ⑴ 駐車監視員が放置車両の確認及び標章の取付け（以下「放置車両の確認等」という。）

を行う場合には、以下の区分に応じ、それぞれ各号に定める制服を着用するものとする。 

  ア 夏期（４月１日から 10月 14日まで） 

    夏服上衣、夏用ズボン、黒色短靴、黒色ベルト 

  イ 冬期（10月 15日から３月 31日まで） 

    冬服上衣、冬用ズボン、白色ワイシャツ、紺色無地ネクタイ、黒色短靴、黒色ベルト 

    なお、冬服を着用する場合には、ネクタイ着用を省略できるものとする。 

  ウ 季節移行期間 

４月１日から４月 15日及び 10月１日から 10月 15日までは季節移行期間とし、気候



等の事情に応じ、指定以外の区分によって着用することができる。 

その場合、原則として同一警察署の駐車監視員全員が同一区分の制服を着用するもの

とする。 

 ⑵ 夏期において必要がある場合には、放置車両確認事務委託業務仕様書 10 ⑺ で示す暑熱

対策用のネックリング、空調ファン付きベスト及び紫外線対策用のサングラスを装着する

ことができるものとする。 

   なお、暑熱対策用の空調ファン付きベストの装着に当たり、装着及び非装着の選択につ

いては、活動時の気候、活動方法により、いずれを選択しても差し支えないものとし、ユ

ニット内での統一を図る必要はないものとする。 

⑶ 冬期において必要がある場合は、防寒服を着用することができる。 

その場合、防寒服内側に冬服上衣を着用しないことができるものとする。 

   なお、防寒服の着用に当たり、コート式又はブルゾン式の選択については、活動時の気

候や活動方法により、いずれを選択しても差し支えないものとし、ユニット内での統一を

図る必要はないものとする。 

 ⑷ 雨天時その他必要がある場合は、雨衣を着用することができる。 

 ⑸ 駐車監視員が放置車両の確認等を行う場合には、上記のほか、警察署長から貸与される

記章付きの腕章、帽子又は自転車用ヘルメットを外部から見やすいよう常時着用するもの

とする。 

なお、自転車用ヘルメットを着用する場合、その内側に帽子を着用しても差し支えない

ものとし、ユニット内での統一を図る必要はないものとする。 

 ⑹ 夜光チョッキは、日の入り時刻から日の出時刻の間、放置車両の確認等に従事する場合

に着用するものとする。 

 ⑺ 警笛及び警笛つり紐は、夏期、冬季の別なく放置車両の確認等に従事する間、常時着用

するものとする。 

３ 準備に当たっての留意事項 

 ⑴ 制服を準備する場合は、原則として、別添の各仕様書によることとするが、仕様書に基

づく制作が困難である場合等は、同程度の品質、技術を保持した上で、他の地質、縫製技

術によることとしても差し支えない。 

   例えば、地質を例にとった場合、仕様書中の雨衣の防水加工については、「ポリウレタ

ン透湿防水コーティング面にアクリル粒子ドットプリント加工などを行う。」としている

が、同程度の防水加工方法がある場合に、その方法によることを妨げるものではない。ま

た、縫製技術についても、仕様書記載の縫製技術によりがたい場合は、同程度の技術を確

保したうえで他の縫製技術によることを妨げるものではない。 

 ⑵ 暑熱対策用のネックリング、空調ファン付きベスト及び紫外線対策用サングラスを装着

する場合、制服全体の外観を損なわないように留意する必要があることから、装着前にあ

らかじめ発注者の承諾を受けるものとする。 

 ⑶ 上記⑴、⑵につき、疑義がある場合は、あらかじめ発注者の指示を受けること。 

 


